
 第 35 回たつの市農業委員会総会（10 月定例会）議事録 

 

令和 2 年 10 月 23 日（金）午前 10 時から第 35 回たつの市農業委

員会総会（10 月定例会）を新館・202、203 会議室において招集した。 

 

出席委員 17 名 欠席委員 1 名  

1 水田 達實 2 八木 正邦 3 谷  和廣 4 圓尾 發美 

5 常城 眞弓 6 山本 哲也 7 小河 純一 8 井伊 仁明 

9 猪澤 敏一 10 岸野 文信 11 小林 俊秋 13 阿曽 芳和 

14 丸尾 繁喜 15 八木 義弘 16 平田 満慶 17 小寺 義記 

18 大西 正清 19 小林 正博    

 

 

事務局の出席者 3 名 

局 長 土井 富生 主 幹 真殿 秀幸 副主幹 武田 かおり 

 

 

１ 開  会 

○会長（猪澤敏一委員） 

あいさつ（内容省略） 

 

２ 開会宣告 

○議長（猪澤敏一委員） 

只今から第 35 回たつの市農業委員会総会を開会いたします。 

本日の出席委員数等について、事務局から報告させます。 

 

○事務局（土井富生君） 

命によりご報告します。本日ただ今の出席委員数は 17 名であり

ますので、農業委員会等に関する法律第 27条第 3項の規定により、

会議は成立しております。 

なお、６番山本委員からは欠席の届出を受けております。 

  この際ご報告いたします。 

たつの市農業委員会会長専決規程により、専決処分した 

 ・農地法第 4 条第 1 項第 7 号及び第 5 条第 1 項第 6 号の規定によ

る転用の届出 

 ・農地法第 18 条の規定による合意解約の通知 



を別紙資料として、お手元に配布いたしておりますので、ご熟読

の上、ご了承願います。 

また、議案書 6ページの 7010 番について、揖保川地区委員会に

て検討の結果、譲受人が耕作地を全て適正に管理できていない為に、

保留とさせていただきます。 

 

３ 会議宣告 

○議長（猪澤敏一委員） 

これより会議に入ります。 

日程第 1「議事録署名委員の指名について」を議題といたします。 

たつの市農業委員会会議規則第 18 条第 2 項の規定に基づき、19

番小林正博委員、1 番水田達實委員にお願いします。 

     （「はい」）との声） 

次に、日程第 2「議案第 236 号 農地法第 3 条第 2 項第 5 号括弧

書きに規定する別段の面積の指定について」を議題といたします。 

 事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 236 号 農地法第 3 条第 2 項第 5 号括弧書きに規定す

る別段の面積の指定について」 

農地を取得しようとする者の耕作面積の下限は、農地法 3 条の規

定では北海道を除く都府県で原則 50ａとなっていますが、同条第 2

項第 5 号括弧書きで、農業委員会が農林水産省令で定める基準に基

づき、別段の面積を定めることができるようになっています。 

この度、空き家に付随する農地で区域指定の申請があった新宮町

※※※※※※外 4 筆を下限面積 1 平方メートル区域に追加し、それ

以外の区域はこれまでどおり 30a と定めるものです。 

以上で事務局からの説明を終わらせていただきます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり。） 

ご発言がないので原案のとおり決定することに決してご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり。） 



ご異議なしと認め、「議案第 236 号」は原案のとおり決定されま

した。 

次に、日程第 3「議案第 237 号 非農地証明願の承認について」

を議題といたします。 

 事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 237 号 非農地証明願の承認について」 

農地法第2条に規定する農地ではない旨の証明願が4件出ていま

すのでご説明いたします。 

1 件目の願い出地は、誉田町※※※※※の登記地目・田で現況は

宅地、面積は 365 ㎡です。願い出人は、※※※※※※ ※※※※※

※※※※※※※ ※※※※平成 5年頃には住宅敷地の一部として利

用していましたが、この度、売買するにあたり地目が田であること

が分かったので、現況に合わせようと願い出がありました。 

20 年以上農地でないことは、平成 11 年撮影の空中写真により住

宅敷地の一部として利用していることを確認し、担当委員及び事務

局職員の現地調査で現在も住宅敷地であることを確認しましたの

で、農地に復元することは不可能と判断しました。 

2 件目の願い出地は、揖西町※※※※※※の登記地目・田で現況

は宅地、面積は 158 ㎡です。願い出人は、※※※※※※ ※※※※

※、昭和 41 年に農機具販売店舗を建築して以降、宅地の一部とし

て利用していましたが、この度、所有地の整理をしていたところ、

地目が畑であることが分かったので、現況に合わせようと願い出が

ありました。 

20 年以上農地でないことは、固定資産税の評価証明書により昭

和 41 年に建物を建築していることを確認し、担当委員及び事務局

職員の現地調査で現在も店舗敷地であることを確認しましたので、

農地に復元することは不可能と判断しました。 

3 件目の願い出地は、揖保川町※※※※※の登記地目・畑で現況

は宅地、面積は 19 ㎡です。願い出人は、※※※※※※※※ ※※

※※、現況のようになった時期は不祥ですが、昭和の時代から住宅

敷地の一部として利用しており、この度、親から子へ贈与しようと

して、地目が畑であることが分かったので、現況に合わせようと願

い出がありました。 

20 年以上農地でないことは、地元自治会長の証明により住宅敷



地の一部として利用していることを確認し、担当委員及び事務局職

員の現地調査で現在も建物敷地であることを確認しましたので、農

地に復元することは不可能と判断しました。 

4 件目の願い出地は、揖保川町※※※※※の登記地目・畑で現況

は山林、面積は 287 ㎡です。願い出人は、※※※※※※※※ ※※

※※、現況のようになった時期は不祥ですが、昭和の頃から山林化

しており、この度売買するにあたり、地目が畑であることが分かっ

たので、現況に合わせようと願い出がありました。 

20 年以上農地でないことは昭和 55 年撮影の空中写真により、農

地として利用されていないことを確認し、担当委員及び事務局職員

の現地調査で現在も山林であることを確認しましたので、農地に復

元することは不可能と判断しました。 

よって、いずれも周辺農地に影響もなく、非農地と認定できるも

のと考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので、原案のとおり認定することに決してご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 237 号」は原案のとおり承認されま

した。 

次に、日程第 4「議案第 238 号 農地法第 3 条の規定による使用

貸借権設定の承認について」を議題といたします。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 238号 農地法第 3条の規定による使用貸借権設定の承認

について」 

 3 条使用貸借の案件が 2 件出ていますので、ご説明いたします。 

1 件目の申請地は、新宮町※※※※※外 3 筆の田及び畑で面積は

合計で 2,824 ㎡、譲受人は※※※※※※※※ ※※※※譲渡し人は

※※※※※※※※※※※※※※ ※※※※ 本件は空き家に付随



する農地であり、議案第 236 号たつの市農業委員会告示 5 号で別段

の面積を定めたとおり、下限面積 1 平方メートルを適用します。 

譲受人が必要な農作業に従事し取得後のすべての農地を利用す

るかどうかですが、譲受人は田舎や農業に興味があり、この空き家

を見つけて転入したとの事です。申請地では玉ねぎ、サツマイモ、

にんにく等を栽培する予定とのことで、耕作に必要な道具も確保し

ていますので、取得後のすべての農地を効率的に利用するものと見

込まれます。 

最後に、周辺の農地や耕作への影響ですが、遵守事項誓約書を提

出させ、地域の慣例に従い耕作しますので、周囲の耕作に影響を及

ぼすおそれはないと思われます。 

2 件目の申請地は揖保川町※※※※※の畑で、面積は 267 ㎡、譲

受人は※※※※※※※※ ※※※※譲渡し人は※※※※※※※※

※※※※※※※※ ※※※※本件も空き家に付随する農地であり、

議案第 236号たつの市農業委員会告示 5号で別段の面積を定めたと

おり、下限面積 1 平方メートルを適用します。 

譲受人が必要な農作業に従事し取得後のすべての農地を利用す

るかどうかですが、譲受人は自宅で食べる野菜を栽培するとの事。

耕作に必要な道具も確保していますので、取得後は農地を効率的に

利用するものと見込まれます。 

最後に、周辺の農地や耕作への影響ですが、遵守事項誓約書を提

出させ、地域の慣例に従い耕作しますので、周囲の耕作に影響を及

ぼすおそれはないと思われます。 

よって、農地法第 3 条第 2 項の不許可の要件に該当しませんので

許可相当と考えます。 

またこれらは 2 年間使用貸借したのちに問題が無ければ、所有権

移転を行うものと思われます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり決定することに決してご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 



ご異議なしと認め、「議案第 238 号」は原案のとおり承認されま

した。 

次に、日程第 5「議案第 239 号 農地法第 3 条の規定による地上

権の設定について」を議題といたします。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 239号 農地法第 3条の規定による地上権設定の承認につ

いて」 

 営農型太陽光発電設備を設置するために農地の上空に権利を設

定する案件が 2 件出ておりますので、ご説明いたしますが、転用の

内容に関しては後で出てくる議案第 242 号、243 号でご説明いたし

ます。 

 なおこの案件は耕作を目的としたものではありませんので、農地

法第 3 条第 2 項の耕作要件等の審査項目は除かれます。 

 1 件目の申請地は、揖西町※※※※※外 3 筆の田で面積は合計で

10,617 ㎡、借受け人は※※※※※※※※ ※※※※※※※※※、貸

渡人は※※※※※※※※ ※※※※、現在既に太陽光発電パネルが

設置されており継続使用の為の申請です。 

周辺の農地や耕作への影響ですが、現在まで何も問題が発生して

いないため、今後も周辺に悪影響を及ぼす恐れはないと考えます。 

2 件目の申請地は、新宮町※※※※※外 1 筆の田で面積は合計で

1,435 ㎡、借受人は※※※※※※ ※※※※※、貸渡人は※※※※

※※※※※※※※※※※※※と※※※※、現在祖母と父の土地で水

稲をしている借受人が水稲を行いながら太陽光発電施設の設置が

可能な営農型太陽光発電の建設を思いつきこの度新規で申請する

ものです。 

周辺の農地や耕作への影響ですが、これまでどおり地域の慣例に

従い耕作していきますので、周囲の耕作に影響を及ぼすおそれはな

いと考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 



（「なし」の声あり） 

ご発言がないので案件につきましては承認することに決してご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 239 号」は原案のとおり承認されま

した。 

次に、日程第 6「議案第 240 号 農地法第 3 条の規定による所有

権移転・売買の承認について」を議題といたしますが、本件は私：

猪澤に関する事項を含んでおりますので農業委員会等に関する法律

第 31 条の規定により議事参与が制限されます。当該議案の審議中

は退席します。 

つきましては、3 件目 7012 番以外の案件について事務局に議案

を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 240 号 農地法第 3 条の規定による所有権移転・売買の承

認について」 

 3 条売買の案件が 4 件出ていますが 3 件目以外の案件について、

ご説明いたします。なお 4 件目の案件 7010 番に関しては最初に報

告させていただいたとおり保留といたします。 

1 件目の申請地は、揖西町※※※※※※の畑で面積は 285 ㎡、譲

受人は※※※※※※※※ ※※※※、譲渡し人は※※※※※※※※ 

 ※※※※※※※、譲渡し人は県外在住で農地の管理ができないの

で、近くに住む譲受人が買い入れるものです。 

譲受人が必要な農作業に従事し取得後のすべての農地を利用す

るかどうかですが、譲受人は、現在も地元で農業を行っておりすべ

ての農地を効率的に利用するものと見込まれます。 

次に、耕作面積が 30a に達しているかについては、現在の耕作面

積が 10,030 ㎡で条件を満たしています。 

最後に、周辺の農地や耕作への影響ですが、これまで地域の慣例

に従い耕作しているので、周囲の耕作に影響を及ぼすおそれはない

と認められます。 

2 件目の申請地は、揖保町※※※※※の田で面積は合計で 1,170

㎡、譲受人は、※※※※※※※ ※※※※譲渡し人は※※※※※※

※ ※※※※、譲渡し人は、農業を行う意思はなく現在も申請地を

耕作している譲受人に購入してもらうものです。 



譲受人が必要な農作業に従事し取得後のすべての農地を利用す

るかどうかですが、譲受人は現在も申請地を耕作しており、耕作に

必要な農機具も揃っていますので、今後もすべての農地を効率的に

利用するものと見込まれます。 

次に、耕作面積が 30a に達しているかについては、耕作面積が

11,256 ㎡なので条件を満たします。 

最後に、周辺の農地や耕作への影響ですが、これまで地域の慣例

に従い耕作しているので、周囲の耕作に影響を及ぼすおそれはない

と認められます。 

よって、農地法第 3 条第 2 項の不許可の要件に該当しませんので

許可相当と考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

〇議長（猪澤敏一委員） 

 議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありません

か。 

  （「なし」の声あり） 

 ご異議なしと認め、議案 240 号 7012 番以外は原案のとおり承認さ

れました。 

 

〇議長（猪澤敏一委員） 

 次に同じく議案第 240 号 7012 番の案件についてですが、私猪澤に

関する事項ですので、退席いたします。 

この案件に関する議事進行は大西職務代理者へお願いします。 

 （猪澤委員 退席） 

 

〇議長（大西正清委員） 

 会長が退席の間、議長を務めさせていきただきます。 

 それでは、議案第 240 号 7012 番について事務局に議案を朗読させ

説明させます。 

 

〇事務局（真殿秀幸君） 

3 件目 7012 番の申請地は、揖西町※※※※※外 4 筆の田で面積

は合計で 5,393 ㎡、譲受人は、※※※※※※※※※ ※※※※※※

※※、譲渡し人は※※※※※※※※※※※※※ ※※※※、譲渡し

人は相続で農地を取得しましたが、県外在住で管理できないため、



地元の営農組織へ売買するものです。 

譲受人が必要な農作業に従事し取得後のすべての農地を利用す

るかどうかですが、譲受人は農地を所有できる農地所有適格法人で、

現在も申請地を耕作しており、耕作に必要な農機具も揃っています

ので、今後もすべての農地を効率的に利用するものと見込まれます。 

次に、耕作面積が 30ａに達しているかについては、現在の耕作

面積が 790,219.63 ㎡ですので条件を満たしています。 

最後に、周辺の農地や耕作への影響ですが、近隣でも耕作してい

ますので、周囲の耕作に影響を及ぼすおそれはないと認められます。 

よって、農地法第 3 条第 2 項の不許可の事項に該当しませんので

許可相当と考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（大西正清委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり承認することに決してご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 240 号」7014 番の案件は原案のとお

り承認されました。 

（猪澤委員 入室） 

ここで議長を交代します。 

 

次に、日程第 6「議案第 241 号 農地法第 3 条の規定による所有

権移転・贈与の承認について」を議題といたします。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 241 号 農地法第 3 条の規定による所有権移転・贈与の承

認について」 

 3 条贈与の案件が 1 件出ていますので、ご説明いたします。 

申請地は、揖保川町※※※※ 他６筆の畑で面積は合計で 3,127

㎡、譲受人は※※※※※※※※※ ※※※※、譲渡し人は※※※※

※※※※※ ※※※※、譲渡し人は高齢で農地の管理が出来ない為、



現在申請地を耕作している譲受人へ贈与するものです。 

譲受人が必要な農作業に従事し取得後のすべての農地を利用す

るかどうかですが、譲受人は現在、当該農地でブドウの栽培してお

り、耕作に必要な農機具も揃っていますので、今後もすべての農地

を効率的に利用するものと見込まれます。 

次に、耕作面積が 30ａに達しているかについては、取得後の耕

作面積が 3,127 ㎡ですので条件を満たします。 

最後に、周辺の農地や耕作への影響ですが、現在も申請地の一部

及びその近隣を耕作していますので、周囲の耕作に影響を及ぼすお

それはないと認められます。 

よって、農地法第 3 条第 2 項の不許可の要件に該当するものはな

く許可相当と考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり承認することに決してご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 241 号」は原案のとおり承認されま

した。 

次に、日程第 8「議案第 242 号 農地法第 5 条の規定による使用

目的変更及び使用貸借権設定に対する意見について」を議題といた

します。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 242号 農地法第 5条の規定による使用目的変更及び使

用貸借権設定に対する意見について」 

5 条使用貸借権設定の案件が 1 件出ていますので、ご説明いたし

ます。 

申請地は、新宮町※※※※※※他 1 筆のうち一部の田で面積は

0.36 ㎡、これは設置する太陽光発電施設の支柱部分の面積で、農振

農用地区域にありますが、3 年間の一時転用として例外的許可事由



にあたります。 

申請人は、借受人が※※※※※※※※ ※※※※、貸出人は※※

※※※※※ ※※※※※※※※※※※、転用目的は、祖母と父の農

地の上空を借りて、太陽光発電パネル設置します。 

工事計画は、許可後 90 日で太陽光パネルを設置します。 

必要な資金は自己資金で賄いますので、残高証明書で必要な資金

が準備できることを確認しました。 

太陽光パネルの下で行う水稲の栽培について、第三者による調査

の結果十分な日照時間は確保出来き、収穫量も地域の平均単収の

20％以上の減収にはならないとの事です。 

なお営農を行わない場合や 20％以上の減収など適切な営農が出

来ない場合には発電設備を撤去し農地に復元することを確約して

います。 

最後に周辺営農への影響については、周囲の同意を得ており万が

一何かあった場合は、申請者にて善処するとの事ですので支障はな

いものと考えます。 

よって、農地法第 5 条第 2 項の不許可の事項に該当しませんので

許可相当と考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり許可相当と意見を付して進達す

ることに決してご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 242 号」は原案のとおり許可相当と

意見を付して進達することに決しました。 

次に、日程第 9「議案第 243 号 農地法第 5 条の規定による使用

目的変更及び使用貸借権設定に対する意見について」を議題といた

します。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 243号 農地法第 5条の規定による使用目的変更及び賃



貸借権設定に対する意見について」 

5 条賃貸借権設定の案件が 1 件出ていますので、ご説明いたしま

す。 

申請地は、揖西町他 3 筆の一部の田で面積は 298 ㎡、農振農用地

です。ドクダミ等を栽培しながら農地の上空を借りて行う営農型太

陽光発電設備のため例外的許可事由と判断します。なお、申請は 3

年間の一時転用となり、この度は継続するための更新手続きです。 

申請人は、借受人が※※※※※※※ ※※※※、貸出人は※※※

※※※※ ※※※※ 転用目的は、農地の上空を借りて、太陽光発

電パネル設置しています。 

一時転用の更新手続きの為、工事は行わないので、資金も必要あ

りません。 

周辺営農への影響については、これまでも問題は発生していない

為、支障はありませんが、太陽光発電施設の下で行う営農について、

計画ではドクダミ、雲南百薬を栽培する事になっていますが、現地

確認を行いましたがそれらが確認できませんでした。 

地区委員会でもその点について「問題である」との意見で一致し

対応をどのようにするか検討しましたが、最終的な意見として県へ

進達は行うが、許可相当ではなく、判断を県へ一任するという結論

になりました。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり判断を県へ一任すると意見を付

して進達することに決してご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 243 号」は原案のとおり判断を県へ

一任すると意見を付して進達することに決しました。 

次に、日程第 10「議案第 244 号 農地法第 5 条の規定による使

用目的変更及び所有権移転・売買に対する意見について」を議題と

いたします。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

○事務局（真殿秀幸君） 



「議案第 244号 農地法第 5条の規定による使用目的変更及び所

有権移転・売買に対する意見について」 

5 条売買の案件が 3 件出ていますのでご説明いたします。 

1 件目の申請地は揖西町※※※※※※の田で、面積は 366 ㎡、上

下水道管が埋設されている道路の沿道の区域であってかつ近距離

に 2 以上の教育・医療施設が存在するので 3 種農地と判断します 

申請人は、譲受人が※※※※※※※ ※※※※※、譲渡し人は※

※※※※※※ ※※※※、転用目的は、トラック等の露天駐車場と

して利用するものです。 

工事計画は、許可後 30 日で造成し、駐車場を整備します。 

必要な資金は自己資金で賄いますので、金融機関の残高証明書で、

必要な資金が準備できることを確認しました。 

転用の妨げとなる権利設定はなく、他の法令による手続きも必要

ありませんので、許可後は計画どおり転用するものと見込まれます。 

周辺営農への影響についてですが、集落内の農地ですので、支障

はないものと考えます。 

2 件目の申請地は揖西町※※※※※※※の田で、面積は 366 ㎡、

上下水道管が埋設されている道路の沿道の区域であってかつ近距

離に 2 以上の教育・医療施設が存在するので 3 種農地と判断します 

申請人は、譲受人が※※※※※※※ ※※※※、譲渡し人は※※

※※※※※ ※※※※、転用目的は、部品取り用の廃棄農機具等の

露天資材置き場として利用するものです。 

工事計画は、許可後 30 日で造成し、資材置き場を整備します。 

必要な資金は自己資金で賄いますので、金融機関の残高証明書で、

必要な資金が準備できることを確認しました。 

転用の妨げとなる権利設定はなく、他の法令による手続きも必要

ありませんので、許可後は計画どおり転用するものと見込まれます。 

周辺営農への影響についてですが、集落内の農地ですので、支障

はないものと考えます。 

3 件目の申請地は新宮町※※※※※外 3 筆の田で、面積は合計で

2,788 ㎡、住宅等が連坦する区域に近接かつ農地の集団規模が 10ha

未満の 2 種農地と判断します。 

申請人は、譲受人が※※※※※※※※※ ※※※※※、譲渡し人

は 3 名で※※※※※※※ ※※※※、※※※※※※※ ※※※※、

※※※※※※※ ※※※※ 転用目的は、貸露天資材置き場です。 

工事計画は、許可後 120 日で造成します。 



必要な資金は自己資金で賄いますので、金融機関の残高証明書で、

必要な資金が準備できることを確認しました。 

転用の妨げとなる権利設定や他の法令の制限はなく、許可後は計

画どおり転用するものと見込まれます。 

周辺営農への影響についてですが、周囲は鳥獣被害の為保全管理

しかできず、また既存の資材置き場の拡張のような形になりますの

で、営農に支障はないものと考えます。 

よって、いずれも農地法第 5 条第 2 項の不許可の事項に該当しま

せんので許可相当と考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり許可相当と意見を付して進達す

ることに決してご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 244 号」は原案のとおり許可相当と

意見を付して進達することに決しました。 

 

次に、日程第 11「議案第 245 号 農地法第 5 条の規定による使

用目的変更及び所有権移転・贈与に対する意見について」を議題と

いたします。 

事務局に議案を朗読させ、説明させます。 

 

○事務局（真殿秀幸君） 

「議案第 245号 農地法第 5条の規定による使用目的変更及び所

有権移転・贈与に対する意見について」 

5 条贈与の案件が 1 件出ていますのでご説明いたします。 

申請地は揖保川町※※※※※※ 他 1 筆の田及び畑で、面積は合計

で 361 ㎡、上下水道管が埋設されている道路の沿道の区域であって

かつ近距離に 2 以上の教育・医療施設が存在するので 3 種農地と判

断します。 

申請人は、譲受人が※※※※※※※※※※ ※※※※、譲渡し人

は※※※※※※※※※ ※※※※、転用目的は、地縁者住宅の建築



です。 

工事計画は、許可後 30 日で造成し、90 日で住宅を建築します。 

必要な資金は融資で賄いますので、金融機関の融資証明書で、必

要な資金が準備できることを確認しました。 

転用の妨げとなる権利設定はなく、他の法令による手続きとして

都市計画法の手続きを進めていますので、許可後は計画どおり転用

するものと見込まれます。 

周辺営農への影響についてですが、住宅の建築ですので、支障は

ないものと考えます。 

よって、農地法第 5 条第 2 項の不許可の事項に該当しませんので

許可相当と考えます。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

○議長（猪澤敏一委員） 

議案の朗読及び説明は終わりました。ご質疑等ご発言はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

ご発言がないので原案のとおり許可相当と意見を付して進達す

ることに決してご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認め、「議案第 245 号」は原案のとおり許可相当と

意見を付して進達することに決しました。 

 

４ 閉会宣告 

○議長（猪澤敏一委員） 

以上で本日の議事は、全部終了しました。これをもって、本日の

定例会を閉じます。 

閉会宣告 午前 10 時 35 分 
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